
「自由の壁画」アートツアー
について

写真: Projeto Ruído

「自由の壁画」アートツアー
都市芸術ルート「Murais de Liberdade」（「自由の壁画」）を歩き、ポルトガルの民主主義への移行を示す、刷新、自由、団結の瞬
間であった1974年4月25日の50周年記念式典に参加してください。

カーネーション革命の最も重要な出来事が起こった都市を巡りながら、「ルイード」グループによる都市芸術作品を鑑賞し、この歴
史的な日に何が起こったのかを詳しく知りましょう。自由、ヒューマニズム、民主主義に関連するテーマやシンボルを強調した壁画
は、ポルトガル本土と島々の全地域を代表する14カ所で見ることができます。

ブラガンサ｜民衆デモ
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ポルトガルの北東部に位置するブラガンサは、ポルトガル国境の防衛にとって戦略的に重要な都市でした。中世の都市の中心部は、
今日でも城壁の中に保存されています。町の庁舎（Domus Municipalis）、カテドラル、グラサ・モライス現代アートセンター、イベ
リア仮面・衣装博物館など、さまざまな見どころがあります。

ブラガンサの都市芸術もお見逃しなく。サン・ジョアン・デ・デウス要塞広場を通過すると、旧兵舎の壁にある、1974年4月27日に
行われた MFA（国軍運動）によって組織された最初の民衆デモを記念した壁画に驚かれるでしょう。デモは、革命運動に対する国民
の支持を示し、民主主義の理想を確固たるものにする基礎となり、政策変更における市民社会の積極的な役割とその変革力を浮き彫
りにしました。

サン・ジョアン・ダ・マデイラ｜「No more blue pencils ever again」（「青鉛筆はもういらない」）
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サン・ジョアン・ダ・マデイラでは、古い工場は地元の歴史の一部であり、街を訪れる価値のある興味深いスポットです。企画ツア
ーに参加してこの産業遺産を探索することもできます。また、個人で探索することもできます。帽子博物館、古いミシン工場を現代
アートの会場として改装したオリヴァ芸術センター、カーネーション革命とこの都市の自由の題銘となっている壁画「青鉛筆はもう
いらない」のインスピレーションとなったビアルコ鉛筆工場を訪れてください。

ポルトガルの新国家体制下では、青鉛筆は文化芸術作品に対する検閲を象徴していました。青鉛筆は、政権によって受け入れられな
いと考えられた文章、特に当時のイデオロギーを批判していると解釈されかねない文章を削除するために使用されました。カーネー
ション革命により検閲が廃止され、これまで封印されていた声が聞こえるようになり、アイデアや意見の自由な表現が可能になりま
した。

カルダス・ダ・ライーニャ | レジスタンス
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この都市は、14世紀にレオノール女王が温泉の効能を生かすために病院の建設を命じたことから名付けられ、時間の経過とともに参
照芸術の中心地となり、最終的にはユネスコの創造都市の称号を授与されました。カルダス・ダ・ライーニャにお越しの際は、ジョ
ゼ・マリョア美術館を訪れてください。そこで19世紀の著名なポルトガルの芸術家の作品を見ることができます。また、陶芸博物館
も訪れてください。これは地域の陶芸の中心地の重要性を証明するもので、ラファエル・ボルダロ・ピニェイロの作品も展示されて
います。これらの作品はサン・ラファエル・ハウス-ミュージアムでも展示されています。

ユネスコ創造都市に指定されたこの都市は、歴史的な出来事を記念して自由を讃える壁画が描かれている場所でもあります。1974年4
月25日の革命のわずか1か月前、3月16日にカルダス・ダ・ライーニャで不満を抱いた将校たちのグループが独裁政権を打倒するため
の最初のクーデターを試みました。試みは失敗しましたが、その出来事はマルセロ・カエターノ政権の脆弱性を浮き彫りにし、軍事
運動に計画と動員の努力を強化するよう促しました。

カルダス・ダ・ライーニャ | レジスタンス

温泉の効能を生かすために病院の建設を命じたレオノール王妃（14 世紀）にちなんで名付けられたこの都市は、時を経て芸術の中心
地として基準となり、ユネスコ創造都市の称号を授与されました。カルダス・ダ・ライーニャでは、19 世紀後半の有名なポルトガル
の画家にちなんで名付けられたジョゼ・マルホア美術館と、この地域の陶磁器の中心地の重要性を物語る陶磁器博物館を訪れてくだ
さい。特にラファエル・ボルダロ・ピニェイロの作品は圧巻で、その一部はサン・ラファエル・ハウス博物館でも鑑賞することがで
きます。

ユネスコ創造都市に指定されたこの都市は、歴史的な出来事を記念して自由を讃える壁画が描かれている場所でもあります。1974年4
月25日の革命のわずか1か月前、3月16日にカルダス・ダ・ライーニャで不満を抱いた将校たちのグループが独裁政権を打倒するため
の最初のクーデターを試みました。試みは失敗しましたが、その出来事はマルセロ・カエターノ政権の脆弱性を浮き彫りにし、軍事
運動に計画と動員の努力を強化するよう促しました。

ヴィラ・フランカ・デ・シーラ | 革命における報道の役割
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川沿いの散歩は、テージョ平原の風景に囲まれたヴィラ・フランカ・デ・シーラを知る良い方法です。この川沿いの街では、ネオ・
リアリズム博物館を訪れる価値があります。20世紀のポルトガル文化と現代史に影響を与えたネオレアリストの芸術家や作家の作品
を展示するスペースです。そのすぐ近くには、テージョ河口自然保護区があり、多くの渡り鳥が通過するため、バードウォッチング
には絶好の場所となっています。また、フェスタ・ド・コレテ・エンカルナド（「赤いチョッキ祭り」）のような地元のお祭りの中
心テーマである闘牛の伝統も特筆に値します。

ヴィラ・フランカ・デ・シーラでは、都市芸術が特に注目に値します。一例としては、カーネーション革命における報道機関の役割
をテーマにした壁画があります。革命の準備においても、革命にまつわる出来事の普及においても、報道機関は非常に重要でした。4
月25日以前には、多くのジャーナリストが勇気を持って検閲に立ち向かい、革命当日には、ラジオ局や新聞社が迅速にニュースやガ
イダンスを放送し、武装勢力運動の行動を調整し、住民を動員するのに貢献しました。その後、報道の自由が大きな成果の一つとな
り、情報や思想の自由な流れを可能にしました。

パルメーラ | 革命における女性の役割  

ローマ時代からパルメーラは、セーラ・ダ・アラビダの高台の頂上にあり、テージョ川の南側の防衛線の一部でした。ドン・アフォ
ンソ・エンリケス王（12世紀）が、聖ヤコブ剣騎士団にこの領土を寄贈したことで、この地は重要な役割を果たしました。城からは
、テージョ川とサド川の間に広がる一帯を見渡すことができ、細かい砂と透き通った水が特徴的なビーチがあるセッラ・ダ・アッラ
ビーダ自然公園を訪れましょう。パルメーラはワイン産地に属し、9月初旬に開催される収穫祭を盛り上げる素晴らしい品質のテーブ
ルワインを生産しています。

パルメーラは、4月25日革命で女性が果たした重要な役割を思い起こさせる壁画が描かれる場所として選ばれました。女性はデモや革
命活動の組織化、自由と市民権を求める闘いに積極的に参加しました。彼女たちの貢献は、革命の成功と重要な社会変革の実施に不
可欠でした。革命後、女性の権利は大きく変化しました。 1976年の新憲法は男女平等を謳い、職場、家庭、政治参加における平等な
権利を保障しました。こうした変化は、ポルトガルの女性の生活を向上させただけでなく、ポルトガルにおけるより公平で平等な社
会の構築にも貢献しました。

ヴェンダス・ノヴァス | 4月25日のシンボル。
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リスボンからアレンテージョに向かう旧王道沿いにあるヴェンダス・ノヴァスは、16世紀にD.ジョアン3世が王室の狩猟中に、またブ
ラガンサ公D.テオドシオがヴィラヴィソーザ宮殿への旅行中に休憩場所として使用されました。19世紀、国王ジョアン5世は王宮の建
設を命じました。現在、ここには第5砲兵連隊が駐屯しており、旧実用砲兵学校の軍事博物館と王室礼拝堂を訪れるのに絶好の機会と
なっています。ここは、アレンテージョ地方への旅行で必ず通る場所のひとつで、ポルトガルの伝統的なおいしいポークステーキサ
ンドイッチである有名なビファナ・デ・ベンダス・ノヴァスを楽しむためのお気に入りの立ち寄りスポットです。

20世紀の軍隊生活と密接に結びついたこの街は、カーネーション革命を象徴する歴史的象徴を永遠に思い起こさせる4月25日を記念し
た壁画の場所として選ばれました。メガホンは革命を宣言した人民と兵士の声を表しています。市民がライフルの銃身に挿した赤い
カーネーションは、平和と非暴力抵抗を象徴しています。チャイミットは、MFA（武装勢力運動）の兵士が使用する装甲車で、強さ
と変革の象徴となり、変革が整然と決然と行われるというメッセージを伝えています。

カステロ・デ・ヴィデ | MFA - 武装勢力運動
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サン・マメデ自然公園に位置するカステロ・デ・ヴィデは、中世の雰囲気とユダヤ人の遺産が際立つ歴史的な村です。13世紀に遡る
保存状態の良いユダヤ人居住区では、シナゴーグ、異端審問所、ガルシア・デ・オルタ博物館を訪れることができます。歴史的遺産
には、中世の城壁都市、ドルメンやメンヒルの痕跡が今も数多く残る地域にある巨石解説センター、カーネーション革命で重要な役
割を果たした陸軍大尉を記念したサルゲイロ・マイア市民会館などがあります。遺産だけでなく、この町は自然豊かな町としても知
られており、特に治療効果のある温泉で常に知られています。

サルゲイロ・マイア大尉の出身地であるこの場所は、武装勢力運動（ポルトガル語でMFAと略される）がカーネーション革命の主な
原動力であったことを思い出すのにふさわしい場所でした。植民地戦争と独裁政権に不満を持つ軍将校たちで構成されたMFAは、197
4年4月25日に起こったクーデターを計画・実行しました。彼らの協調行動は革命の成功に不可欠であり、平和的な権力移行を確実に
し、ポルトガルの政治的、社会的状況を根本的に変えてしまう民主化のプロセスを開始しました。

ラゴス | 最初の自由選挙 

ラゴスへの訪問は、太陽とビーチとアルガルヴェ料理の味を楽しむための招待状であり、この街と海とのつながりは歴史的なもので
す。15世紀のラゴスでは、ヘンリー航海王子がアフリカ沿岸に到達するためのカラベル船を装備し、ポルトガルの大航海時代が始ま
りました。その遺産は、この都市がいかに大航海にとって重要であったかを示しており、その精神は、国際的なマリーナの中に、今
なお証明されています。訪問すべき場所には、総督城、城壁、15世紀にヨーロッパで初めて行われた奴隷市場、海を見渡すポンタ・
ダ・バンデイラ要塞、貴重な金箔彫刻が施されたバロック様式の聖アントニオ教会などがあります。

市内には、カーネーション革命の中心人物であるサルゲイロ・マイア大尉を称える彫刻があり、1974年4月25日の出来事と自由の獲
得を思い起こさせます。ちょうど1年後、ポルトガルで初めて普通選挙による自由選挙が行われました。これは歴史的な一里塚でした
。数百万のポルトガル国民が、前例のない熱狂と市民参加の雰囲気の中で、多くが初めて投票権を行使しました。国の新しい民主憲
法を起草する責任を負う制憲議会の選挙により、ポルトガルの政治制度における自由、平等、社会正義の理想が強化されました。

ファロ | 4月25日のラジオ放送 

リア・フォルモサと海に面した戦略的な位置にあるファロは、何世紀にもわたって重要な商業港でした。その歴史は、フェニキア人
、ローマ人、西ゴート人、そしてポルトガル王アフォンソ3世によって征服された8世紀から13世紀にかけてのアラブ人の存在によっ
て刻まれた。16世紀には再び重要な商業拠点となり、慈悲の教会や市内にある様々な修道院など、宗教的モニュメントの大部分が建
設されました。歴史的中心部では、サン・ペドロ教会、興味深い骨の礼拝堂を備えたカルモ教会、司教宮殿、そして塔から市街とリ
ア・フォルモーザ自然公園の素晴らしい景色が見渡せる大聖堂を訪れましょう。
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街を散策すると、カーネーション革命におけるラジオの重要性を描いた壁画など、都市芸術の作品に驚かされることでしょう。実際
、1974年4月25日に起きた革命では、ラジオが重要な役割を果たしました。革命当日、武装勢力運動が合言葉や重要な声明を送信す
るためにラジオ局を使用したからです。パウロ・デ・カルバーリョの「E Depois do Adeus」やゼカ・アフォンソの「Grândola, Vila 
Morena」などの歌が、作戦開始の合図の合図となりました。ラジオは住民への情報伝達や部隊の移動の調整に不可欠であり、革命の
成功や市民との直接的なコミュニケーションに欠かせない要素のひとつでした。

ポンタ・デルガダ、サン・ミゲル島 | 4月の芸術と文化 

ポンタ・デルガダは18世紀に素朴な漁村として始まりましたが、やがてサン・ミゲル島の主要港としての役割を担うようになりまし
た。歴史的中心部にある市門は、15 世紀に建てられたサン・セバスティアン大教会や、地元の重要な祭りでセニョール・サント・ク
リスト・ドス・ミラグレス（奇跡の主なる聖キリスト）の像が崇拝される聖母マリアの修道院と礼拝堂など、市内とそのさまざまな
モニュメントを探索するための出発点です。また、火山と豊かな自然で知られる「緑の島」観光のスタート地点としても最適です。

20世紀の重要な作家、ナターリア・コレイアはポンタ・デルガダで生まれました。ジャーナリスト、詩人、劇作家であり、表現の自
由の偉大な擁護者でもあった彼女は、カーネーション革命後に栄えた文化的表現に捧げられた壁画の制作にインスピレーションを与
えました。

1974年以前のポルトガルは、表現の自由に厳しい制限を課す独裁政権下にありました。検閲は絶え間なく行われ、文学、音楽、演劇
、映画などあらゆる芸術文化に影響を与えました。芸術家、音楽家、俳優、作家、その他の文化人は、弾圧に対する抵抗において重
要な役割を果たし、彼らの作品を使って体制に異議を唱えました。こうした重要人物の一人は、ポンタ・デルガダ出身の詩人、作家
、活動家であるナターリア・コレイアであり、彼女の声と芸術は文化的自由の新しい時代を形作るのに貢献しました。カーネーショ
ン革命のおかげで、表現の自由に対する規制が撤廃され、芸術家や作家は報復を恐れずに新しいテーマやスタイルを探求できるよう
になりました。

アングラ・ド・エロイーズモ、テルセイラ島 | 革命後の大衆的な歓喜

壮大な自然美と人間の素晴らしい手仕事が見事に調和する歴史的中心地アングラ・ド・エロイーズモがテルセイラ島を魅力的なもの
にしています。現在、ユネスコの世界遺産に登録されているこの島は、そのポルトガル語の名前が示すように、15世紀にアゾレス諸
島の中で3番目に発見された島です。15世紀から16世紀にかけてのポルトガルの大航海時代、アフリカやインド諸島の船団が寄港する
重要な港であったことから、この街の誕生は海洋機能と密接に結びついています。必ず訪れるべき場所には、アングラ大聖堂、サン
・ゴンサロ教会、総司令官の宮殿、サン・セバスチャン要塞、洗礼者聖ヨハネ要塞、アングラ博物館などがあります。それらは何世
紀にもわたる芸術の宝物です。モンテ・ブラジル展望台からは、4月25日の祝典の際に、獲得した自由を集団で祝う壁画が描かれ、都
市芸術も充実している街を眺めることができます。
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カーネーション革命の後、ポルトガルはほぼ半世紀に渡る独裁政権が終焉を迎え、歓喜と高揚感が爆発しました。住民たちは、新た
に勝ち取った自由を祝うために街頭に繰り出し、弾圧を恐れることなく自由に自己を表現しました。音楽、スピーチ、自発的なデモ
は、表現と思想の自由を称える、希望と再生の集団的感情によって特徴づけられました。

サンタ・クルス（マデイラ島） | 4月25日以降の識字率と教育へのアクセス 

マデイラ島で最も古い村のひとつであるサンタ・クルスは、15世紀にジョアン・ゴンサルヴェス・ザルコによって発見されました。
フンシャルから18kmに位置し、海や自然との結びつきが強いこの町は、ビーチや展望台、庭園を楽しめるマデイラの風景を代表する
場所です。島全体と同様に、ウォーキングツアーなどのアウトドアアクティビティも人気です。ガラジャウ部分自然保護区は、ダイ
ビングに適した条件を備えた海洋生物多様性の模範的な場所として、もう一つの際立った特徴です。

1974年4月25日の50周年記念の祝賀行事に積極的に参加したサンタ・クルスの町は、この日を記念して、旧小学校に教育をテーマに
した壁画を描きました。

1974年4月25日の革命は、教育と識字率の分野に大きな変化をもたらしました。 革命前のポルトガルでは識字率が高く、国民の多く
が基礎教育を十分に受けることができませんでした。革命後、成人の識字率向上キャンペーンが実施され、あらゆるレベルで教育へ
のアクセスが拡大されたため、識字率が大幅に向上し、市民の市民意識の向上と民主主義への参加が促進されました。

マチコ | 4月の音楽。 

マチコ市が位置する快適な湾は、海沿いを散歩しながら、その文化的伝統、歴史的建造物、展望台、ビーチ、緑地を知るのにうって
つけです。この湾は、ホエールウォッチングやイルカウォッチングの絶好の出発点であり、カヌーやウィンドサーフィン、スタンド
アップパドルなどのウォータースポーツにも最適です。一方、海に面した丘陵地帯の素晴らしい景観は、トレイルランナーやウォー
カーに人気があります。東端のポンタ・デ・サン・ロウレンソ部分自然保護区は、その素晴らしい景観と、数種の希少植物や保護海
鳥の生息地であることから、自然遺産として重要な役割を果たしています。

マチコの文化遺産としては、カサ・ダ・ムジカ（音楽の家）が特筆に値します。カーネーション革命の前後におけるポルトガルの自
由のための闘争において音楽が果たした重要な役割を思い起こさせるために、この場所が壁画の場所として選ばれました。エスター
ド・ノーヴォの独裁政権下、音楽家や作曲家たちは、自分たちの芸術を抵抗と抗議の形として使う方法を見つけることができました
。壁画に描かれているホセ・マルティンス・ジュニオール神父もその一例です。マデイラ島における司祭および社会活動家としての
役割で知られている彼は抵抗の手段として音楽を用い、住民の困難を反映した詩を音楽に乗せ、抗議と文化表現の形態として機能さ
せました。1974年4月25日以降も、音楽は民主主義の強化と表現の自由を促進するための強力なツールであり続けました。  
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